
公
益
社
団
法
人 

中
部
日
本
書
道
会
一
宮
支
部

 
第
47
回 

学
生
書
道
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
次
長　
　

鷲　

野　

紫　

篁

▼
会
期　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
四
日(

土)

～
二
十
五
日(

日)

▼
会
場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

第
四
十
七
回
支
部
学
生
展
は
十
一
月
二
十
四
、 

二
十
五

日
の
二
日
間
に
渡
り
、 

支
部
展
と
併
催
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　

心
配
し
て
い
た
出
品
数
で
し
た
が
、 
支
部
員
の
先
生
方

を
始
め
、 

会
員
外
の
先
生
か
ら
の
出
品
が
少
し
ず
つ
増
加

し
、 

昨
年
と
ほ
ぼ
同
数
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

　

展
覧
会
場
の
展
示
は
、 

前
回
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、 

コ

ー
ナ
ー
部
分
の
作
品
も
見
映
え
良
く
な
り
ま
し
た
。 

写
真

を
撮
ら
れ
る
御
父
兄
の
皆
様
に
も
好
評
の
よ
う
で
し
た
。 

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
も
関
わ
ら
ず
、 

多
く
の
方
々
に

御
来
場
頂
き
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、 

走
り
回
っ
た
り
、 

騒

ぐ
人
も
無
く
、 

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
観
覧
頂
け
た
と
思

い
ま
す
。 

　

学
生
展
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
、 

「
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」 

は
、 

今
年
も
彩
色
に
よ
る
作
成
で
し
た
。 

担
当
で
あ
る
事

業
部
長
の
細
や
か
な
配
慮
に
よ
り
、 

ス
ム
ー
ズ
か
つ
、 

き

れ
い
に
進
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

墨
一
色
に
比
べ
、 

準
備

が
大
変
な
彩
色
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、 

色
を
考
え
楽
し

そ
う
に
書
く
姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
こ
で
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
て
い
る
、 

お
祖

父
ち
ゃ
ん
、 

お
祖
母
ち
ゃ
ん
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

担
当
の
先
生
方
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　

 

総
出
品
点
数　

三
、
三
六
四
点

　
　
　

招　

待　
　
　
　
　

七
点

 
 

　

無
鑑
査　
　
　
　

四
七
点

 

個
人
賞(

知
事
賞
～
菊
花
賞)

一
、
三
六
九
点

　
　

特　

選　

一
、
三
二
七
点

　
　

金　

賞　
　
　

六
一
四
点

平成30年度　支部学生書道展


